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理の知識・技術を保有していると認識されたもの

に与えられる名称です。

しかし、法に定められたものではありませんの

で、この資格がなければ診断・維持管理の業務が

できないということではありません。

これまでのコンクリート関連の資格が、新設構造

物に使用するコンクリートの設計・製造・施工に

主として関わってきたのに対して、診断士は蓄積さ

れている膨大な既存構造物コンクリートを対象と

するところが大きく違います。

診断士は、当然ながらコンクリートに関する知

識・経験を十分持っていることが前提となります。

したがって、表－1の通り区分Ａの資格者はコンク

リートの試験科目の受験が免除されますが、区分

Ｂに該当する人は診断士試験に先立ちコンクリー

トの試験をうけることが必要です。

3、 合格者（登録者）
2001年度は4,408名が受験して、796名が合格し、

2002年度はそれぞれ7,106名、1,250名です。通算合

格率は17.8％となります。

また、現在までで合格者数2,046名が登録し「コ

ンクリート診断士」の称号が与えられています。

1、 まえがき
社会資本を支えている最大の材料としてコンク

リートは現在までに90億m3ともあるいは100億m3と

も言われて、構造体として現存し、蓄積されていま

す。これは札幌ドームの容積の約6000個分に相当

します。

これらのコンクリートは年月を経過するととも

に、色々な原因で劣化しますが、適切に診断をし、

補修することによってコンクリートの寿

命を延ばすことが可能です。コンクリー

トを診断し、コンクリートを長持ちさせ

ることは省エネルギー、省資源にも関係

し、環境保全にも大きく貢献するところ

です。先人が築いた貴重な財産を永く供

用していくことは、これからの我々の務

めといえます。

このために、コンクリートの健康診断

ができる技術者を早急に養成することが

社会のニーズとなっています。

このような状況の中で（社）日本コン

クリート工学協会は、永年にわたってコ

ンクリート診断・維持管理に関する研究

活動を行っており、多くの技術的な蓄積

を持っています。これらを活用すること

によって、診断・維持管理に関する幅広

い知識を持った技術者を養成し社会に貢

献しようとするのがコンクリート診断士

制度です。

2、 コンクリート診断士になるには
コンクリート診断士は、（社）日本コンクリート

工学協会が実施する講習会を受講し、さらに試験

によって相応のレベルのコンクリート診断・維持管
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表－１　診断士受験資格
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診断士は構造体のコンクリートを対象として、そ

の劣化の程度を診断し、維持管理の提案も行いま

す。構造物全体としての耐力・耐震性能等の診断

は、対象物が建築物、道路・鉄道橋、トンネル等

多岐にわたり、設計法・解析法もそれぞれ独自の

ものがあるので一技術者だけで全てに対応すること

は困難です。したがって、診断士には、計画、調

査・測定を行うために必要な構造に関する基本的

な知識までが求められ、構造物としての性能の診

断は、診断士が調査したデータをもとにそれぞれの

分野の構造設計の専門家が行うことになります。

診断に用いられる表－２に調査手法の一例を示

します。これらの手法は多くの経験によって、診断

の精度をより高めることができます。コンクリート

桁橋のコアーボーリングによる調査の例を写真－1、

レーダ法による配筋、欠陥などの調査の例を写

真－2に示します。放水口ピアの劣化および補修を

写真－3に示します。

5、 あとがき
コンクリート診断士の登録は始まったばかりです

が、多くの人が受験しています。登録の更新は4年

ごとで、研修を受けることが必要になります。詳し

くは、（社）日本コンクリート工学協会（℡．03－

3263－1571）に問合せくださればわかります。

北海道では現在79名の登録者がいます。ちなみ

に例えば東京583名、大阪273名、京都13名、広島

61名、福岡107名、沖縄6名というところです。

業務別登録者数は図－1のようになって、建設

業、コンサルタント、セメント業、生コンクリート

業の登録者数が多くいます。

4、 診断および補修
診断士には特に公正が求められます。職業倫理

にもとることのない活動によって社会の信頼を得る

ことができれば、多くの分野で重用され、活躍の場

が広がるものと期待されます。

資 格 試 験 紹 介

写真－1
コアーボーリング

写真－2
レーダー法

写真－3
放水口ピアの
劣化と補修

表－２　調査手法の例＊5
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